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国土交通省砂防部長よりご挨拶 
 
 会員のみなさまにおかれましては、各地の土砂災害の防止・軽減に多大なるご尽力をいただいて

おり、誠にありがとうございます。特に、都道府県や地方整備局等の砂防部局の実施する砂防関係

事業に対し、ご支援・ご協力をいただいており深く感謝申し上げます。 
また、今年も７月中旬以降を中心に全国で土砂災害が多発しており、被害に遭われた地域の皆様

に心よりお見舞いを申し上げます。 
 
さて、国土交通省では８月末に令和５年度概算要求を財務省に提出いたしました。砂防関係では、

近年の土砂災害実態や今後の社会経済動向も見据え、時代に即した土砂災害対策を進めるために、

全国から頂戴したご提案等を踏まえ、概算要求として取りまとめております。 
具体的には、流域治水の考え方に基づいて地域社会の「いのち」と「くらし」を守る土砂災害対

策を計画的に推進することとして、社会生活や経済活動を支える地域の基礎的インフラの集中保全

や地域防災力を高める警戒避難体制の強化などを目指してまいります。この夏発生した土砂災害で

も、事前防災で整備された砂防堰堤が土石流や流木を捕捉し、災害の防止・軽減に役立った事例が

多数報告されております。保全効果の大きい砂防関係施設を、１基でも多く１年でも早く完成させ

ることで、確実に「いのち」と「くらし」を守っていきたいと考えます。一方、ソフト対策に関し

ても身の回りの土砂災害リスクを知っていただくための取り組み等にしっかりと取り組んでいく

こととしております。 
さらに、新規事項要求として「防災まちづくりと連携した土砂災害対策の推進」を掲げました。

土砂災害リスク情報に基づいて砂防事業の計画とまちづくりの計画を一体的に検討し対策を進め

ていくもので、詳細は別添資料を参照ください。なお、令和３年度からスタートしました「防災・

減災国土強靭化加速化計画」の令和５年度予算での扱いについては、年末の予算編成までに議論す

るとされており、今回は予算額を計上しない事項要求となっております。 
 
８月末時点で全国 434 件の土砂災害発生が報告されており、８月３日に新潟県村上市で発生し

た土石流では１名の方が負傷されています。８月に入って日本列島各所を襲った大雨では、前線の

停滞や台風の影響もあり、北海道、東北、北陸、近畿地方の日本海側を中心に短時間に猛烈な雨を

観測しています。土石流、地すべり、がけ崩れといった従来型の土砂災害に加え、土砂・洪水氾濫

や多量の流木の流出により被害が拡大した事例も確認されています。災害形態の多様化が特色とな

っています。今後の土砂災害対策を進めていくうえでは、予算確保と合わせて土砂災害対応力の充

実強化が強く求められます。現場での最新技術の積極活用等による生産性向上等を図るとともに、

砂防関係部局の組織体制の充実強化に加えて、大学関係者や建設業関係団体やボランティア団体な

どとも連携した各地域の総合的な防災力の向上が重要と考えております。 
 
これから本格化する令和５年度予算の編成に向けましては、会員各位の情報発信に頼る部分が大

きいところです。各地域の土砂災害対策への「声」を関係方面にお届けいただくなど、なお一層の

お力添えをお願い申し上げてご挨拶とさせていただきます。 
 

令和４年９月 国土交通省砂防部長 三上幸三 
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（一社）全国治水砂防協会理事長 挨拶 

 
会員の皆様へ  

 
初秋の候、皆様におかれましては益々ご清栄にてお過ごしのこととお慶び申し上げま

す。 
 
さて、今年は梅雨明け時期が今頃修正されるという不順な天候となりました。８月に

入り、雨が全国各地で降り、災害が多発いたしております。被災された地域の皆様に心
からお見舞いを申し上げたいと思います。 

 
８月３日からの東北や北陸地方の降雨を見ておりますと、線状降水帯が何度も発生

し、短時間に多くの雨が降ることが多かったように思います。災害形態も、土石流、が

け崩れをはじめ、流木による被害や土砂・洪水氾濫なども見られ、多様な被害状況が生

じております。ただ、被害の規模や発生件数からみると、人的被害は比較的少ないよう

に感じられます。この点は不幸中の幸いですが、地域における警戒避難体制の整備が寄

与している可能性が考えられます。この点については今後の詳しい災害調査の結果を待

ちたいと思います。  
 
また、既設の砂防施設が災害を防止または軽減している例も多く見られ、人命と地域

の生活を守っているハード対策の効果が顕著です。事前防災の重要性がはっきり分かり

ます。国土強靭化関連予算のおかげで、計画的な事業実施が少しは進めやすくなってい

るようですが、今後も安定的に公共事業予算が確保できるかどうかはわかりません。特

に、財政規律の問題が顕在化している中で、社会保障費に加えて防衛費の伸びが必至の

社会情勢となっております。丁度、来年度予算の概算要求が行われました。今回の砂防

部長挨拶でも、概算要求の内容に触れられています。砂防部から頂いた添付資料も是非

ご覧くださいませ。 
 
これから年末までが正念場です。会員の皆様と力を合わせ、来年度予算編成に向けて、

しっかりと砂防関係予算の確保に取り組んでまいります。来る 11 月 15 日には全国治

水砂防促進大会を砂防会館で開催いたします。会員の皆様のご参加を是非お願いするも

のです。 
 
これからの台風シーズン、これ以上の災害が起こらないよう祈念申し上げます。時節

柄どうかご自愛くださいますように。 
 

令和４年９月 
 

一般社団法人 全国治水砂防協会 
理事長  大野 宏之 
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